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▌部⾨別の内容

■ コンクリート関連事業
　7,027百万円　99.4％

売上高

7,071百万円

■コンクリート二次製品部門
　4,178百万円　59.1％

■工事部門
　434百万円　6.1％

■その他の部門
　2,415百万円　34.2％

■ 不動産事業
　43百万円　0.6％

当事業年度におけるわが国経済は、2023年５月に新型コロナウイルス感染症の感染症法における分類が５類に移行後、企業収益
の改善、個人消費の回復が見られるものの、原材料、エネルギー価格の上昇に伴う物価上昇、また、円安の進行による経済環境
への影響、雇用環境の変化などが加わり、依然として先行きが不透明な状況が続いております。

このような厳しい状況の中、当社は原価低減に取り組む一方、受注に繋げる設計織込み活動、工期短縮に資するプレキャスト化
の提案に、CIM（3D空間モデル、3Dプリンターモデル等のデジタル技術）を活用するなどの取り組みを、販売・設計部門が一体
となって積極的に行いました。

こうして取り組んだ結果、当事業年度は、売上高は70億７千１百万円と前期比7.4％の増収となり、損益面では、営業利益は４億
１千２百万円と前期比19.3％の増益、経常利益は４億６千７百万円と前期比8.5％の増益となりました。

これに特別利益として投資有価証券売却益４千１百万円、特別損失として固定資産除却損８百万円を計上し、税金費用等１億６千
２百万円を差し引きした結果、当期純利益は３億３千７百万円と前期比8.4％の増益となりました。
今後の見通し

当社は、おかげさまで2023年11月14日に創立100周年を迎えました。
2024年度の日本経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が収まり、企業の生産活動、個人消費の持ち直し、インバウンド需

要の増加により社会経済活動は回復が期待されますが、国際情勢によるエネルギー、資源価格の更なる上昇など、先行きの不透明
感が続く状況にあります。

こうした中、当社は、販売・設計・生産の各部門が一体となり、受注獲得、品質及び原価管理の徹底に取り組み、収益向上に
努めて、お客様の声に迅速かつ的確にお応えできる体制を構築してまいります。

株主の皆様には、今後とも当社にご支援とご指導を心よりお願いする次第であります。

証券コード：5268

2023年4月1日▶2024年3月31日

第144期 報告書
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旭コンクリート工業株式会社

　平素より格別のご支援、ご高配を賜り厚く 
御礼申し上げます。
　当社は2024年３月31日をもって第144期

（2023年４月1日から202４年3月31日まで）を
終了いたしましたのでその営業の概況をご報告
申し上げます。

2024年６月

株主の皆様へ

代表取締役社長

狩野堅太郎

▌経常利益� （単位：百万円）
■ 通期　■ 中間期

売上高経常利益率
中期経営計画（23.4～28.3）
初年度目標　6.7％　　実績6.6％

2023年11月14日をもちまして創立100周年を迎えました。株主の皆様へ感謝
の意を表すため、2024年3月期の期末配当において1株当たり5円の記念配当
を実施し、2024年3月期の期末配当は、普通配当13円、創立100周年記念配
当5円の合計18円となります。
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新ボックス型アグア（耐震性雨水貯溜槽）

①端部用ボックスカルバート

【新ボックス型アグアの概要図】

②中間部用ボックスカルバート

③頂版スラブ

④現場打ち底版

⑤現場打ち端部壁
 （プレキャストによる対応も可能）

台風、ゲリラ豪雨などによる急激な雨水（河川）の増水か
ら街や人を守る

上空から撮影した頂版スラブ架設
状況

（注）秋田・恵那工場は休止中

駅前に雨水貯溜槽を構築
製品を無騒音（CO2排出ゼロ）で
搬送するECO-C・L工法

ホームページでは、IR情報、製品・工法紹介など
各種企業情報を公開しています。

https://www.asahi-concrete.co.jp

会社名 旭コンクリート工業株式会社

本社住所 東京都中央区築地一丁目8番2号

設立 1923年（大正12年）11月14日

従業員数 194名

主要事業内容 （コンクリート関連事業）
PCボックスカルバート
PRCボックスカルバート
HTCボックスカルバート
RCボックスカルバート
PPCaボックスカルバート
PC雨水貯溜槽アグア
新ボックス型アグア
コネクトホール
ヒューム管

共同溝
電線共同溝
テールアルメ擁壁
道路用製品
アサヒホームガレージ
耐震性防火水槽
その他鉄筋コンクリート製品
TB（タッチボンド）工法
ECO-C・L（エコ・クリーンリフト）工法

発行可能株式総数 40,000,000株
発行済株式の総数 13,147,278株

（自己株式85,722株を除く）
単元株式数 100株
株主数 1,214名
大株主（上位１０名）

株主名 持株数（百株） 持株比率（％）
日本ヒューム株式会社 39,042 29.70
太平洋セメント株式会社 12,075 9.18
みずほ信託銀行株式会社 
退職給付信託太平洋セメント口 7,000 5.32

柳内光子 6,973 5.30
株式会社みずほ銀行 5,650 4.30
山一産協株式会社 5,023 3.82
高周波熱錬株式会社 5,017 3.82
日本コンクリート工業株式会社 3,000 2.28
ケイコン株式会社 2,950 2.24
上田八木短資株式会社 2,557 1.94

（注）持株比率は自己株式（85,722株）を控除して計算しております。

代表取締役社長 狩野堅太郎
専務取締役 澤 山 　 勝
専務取締役 小 玉 和 成
取　締　役 馬 島 英 希
取　締　役 野 中 秀 午
取　締　役 大 舘 一 夫

上場市場 東京証券取引所 スタンダード市場

証券コード 5268

株主総会基準日 3月31日

剰余金の配当基準日 6月30日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

取　締　役 岸 　 秀 樹
社外取締役 福 田 敏 裕
社外取締役 黒 川 裕 之
常勤監査役 山 中 直 喜
社外監査役 福 田 康 昭
社外監査役 川 瀬 一 雄

主力製品紹介

会社概要（2024年3月31日現在）

株式の状況（2024年3月31日現在） 役員（2024年6月27日現在）

株主メモ

事業場

技術審査証明取得：第202205号
国土交通省NETIS：KT-230300-A
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